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米国の 1日のコロナ新規感染者数（７日移動平均）は足元で 2.8万人と年初の 25万人からは大幅に減少

しているものの、6 月中旬に１万人台前半となっていた水準に比べて感染者数のリバウンドが明確になっ

ている（図表 1）。また、過去 1ヵ月の新規感染者

のうち、デルタ株の割合が 57％となっており、足

元のリバウンドは感染力の高いデルタ株の拡大に

よる影響が大きいとみられる。 

米国で人口に対するワクチン接種が完了した人

数の割合（ワクチン接種完了率）は 48％超に上る

ものの、足元で頭打ち傾向となっている。実際に

1 日のワクチン接種回数は春先に 340 万回超まで

加速したものの、足元では 40万回程度に留まって

おり減速が鮮明だ。米疾病対策センター（ＣＤＣ）

は、コロナの入院患者の 97％はワクチン未接種としており、ワクチン未接種者を中心に感染が拡大してい

ることに警鐘を鳴らしている。 

実際に、人口 10万人当たりの新規感染者数を州別にみると、過去 1週間で感染者数が最も多いのはアー

カンソー州の 34 人となっており、同州ではワクチン接種の完了率が 35％とアラバマ州とミシシッピ州の

34％に次いで全米 3位の低さとなっている（図表 2）。また、感染者数の上位 10州全てでワクチン接種完了

率は全米平均（48％）を下回っている。逆に感染者数の少ない 10州ではサウスダコタ州やノースダコタ州

などの例外はあるものの、ワクチン接種の完了率が高い州が大宗を占めており、ワクチン接種の進捗状況

と足元の新規感染者数との関係性は明確だ。このため、ワクチン接種はデルタ株に対しても一定程度の感

染抑制効果が期待できると言えよう。 

一方、ワクチン接種完了率には支持する政党による党派性がみられる。前述の上位下位州を 20年に行わ

れた大統領選挙結果で分けると、上位 10州では 9州でトランプ氏が勝利した共和党の地盤州となっている

一方、下位 10州では 8州ではバイデン氏が勝利した民主党の地盤州となっており、民主党の地盤州でワク

チン接種が進捗する一方、共和党の地盤州ではワクチン接種の進捗が捗々しくない状況が示されている。 

（図表 1） 
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米国のコロナ新規感染者数およびワクチン接種完了率
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（注）7日移動平均。ワクチン接種完了率は米人口に対するワクチン接種完了者数の割合

（資料）CDCよりニッセイ基礎研究所作成
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実際に、カイザーファミリー財団がワクチン接種

完了率を公表している郡のみのデータを用いて大

統領選挙結果で比較した結果をみると、7月 6日調

査でバイデン氏が勝利した郡で 46.7％がワクチン

接種を完了しているのに対して、トランプ氏が勝利

した郡では 35.0％に留まっており、その差は

11.7％ポイントに上っていることが示されている

（図表 3）。 

さらに、時系列では 4 月 22 日調査の接種完了率

がそれぞれ 22.8％、20.6％と 2.2％ポイントの乖離

幅から大幅に拡大したことが示された。 

一方、同財団が 21 年 6 月に実施したワクチン未接種の理由に関する調査では、共和党支持者の 55％が

「ワクチン接種をしたくない」と回答しており、民主党

支持者の 36％を大幅に上回った（図表 4）。また、「政府

を信用していない」と「ワクチンを必要としない」が 47％、

「ワクチンが安全でない」が 46％と民主党支持者に比べ

て 20％ポイント程度高くなっており、党派性を明確に示

す結果となった。 

バイデン大統領はワクチン接種を積極的に推進しており、一部地域では接種者に高額の宝くじを配布す

るなどの施策を行ったものの、成果は限定的となっている。ワクチン接種に対する意識に党派性が強く反

映されている状況を考えると、共和党支持者にワクチン接種を納得させることは至難の業だ。このため、

デルタ株の感染拡大が懸念される中でも、ワクチン接種完了率が顕著に改善する可能性は低いだろう。 

米国経済は全米規模で経済活動制限が緩和され経済正常化の過程にあるが、ワクチン接種が進捗せず、

新規感染者数の増加が続けば、再び経済活動制限の厳格化に追い込まれかねず、景気回復に水が差される

可能性も否定できない。引き続きコロナの感染動向は米景気回復のリスクとして燻ろう。 

（図表 2） 
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（図表 4） 

 

（お願い）本誌記載のデータは各種の情報源から入手・加工したものであり、その正確性と安全性を保証するものではありません。また、本誌は情報提供が目

的であり、記載の意見や予測は、いかなる契約の締結や解約を勧誘するものではありません。 

過去1週間のコロナ新規感染者数上位10州 下位10州

順位 州名
新規感染者数
（10万人当たり）

ワクチン接種
完了率

大統領選挙
投票先

順位 州名
新規感染者数
（10万人当たり）

ワクチン接種
完了率

大統領選挙
結果

1 アーカンソー 34 35% トランプ 50 サウスダコタ 2 46% トランプ

2 ミズーリ 32 40% トランプ 49 ニューハンプシャー 2 58% バイデン

3 フロリダ 30 47% トランプ 48 ペンシルバニア 2 51% バイデン

4 ルイジアナ 26 36% トランプ 47 バーモント 2 67% バイデン

5 ネバダ 23 43% バイデン 46 メリーランド 2 58% バイデン

6 ユタ 16 44% トランプ 45 ミシガン 2 48% バイデン

7 カンザス 14 43% トランプ 44 メイン 3 63% バイデン

8 アラバマ 14 34% トランプ 43 コネチカット 3 62% バイデン

9 オクラホマ 14 39% トランプ 42 ノースダコタ 3 40% トランプ

10 アラスカ 14 45% トランプ 41 マサチューセッツ 3 63% バイデン

（注）ワクチン接種完了率は人口に占める接種完了者数の割合。大統領選挙結果は20年のバイデン氏、トランプ氏に対する投票結果

（資料）NYタイムズよりニッセイ基礎研究所作成
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公表している郡のみのCDCデータを使ってカイザーファミリー財団が試算

（資料）カイザーファミリー財団よりニッセイ基礎研究所作成

回答 民主党 共和党

ワクチンを接種したくない 36 55

政府を信用していない 25 47

ワクチンを必要としない 25 47

ワクチンは安全でない 30 46

（注）回答割合（％）、21年6月調査
（資料）カイザーファミリー財団よりニッセイ基礎研究所作成

成人でワクチン未接種の理由（支持政党別）


